
本レポートは情報の提供を目的としており、何らかの行動を喚起するものではありません。ここに示した意見は本レポート作成現在の筆者の意見を示すのみです。

データや数値の抽出範囲・基準は任意で設定している場合があります。データ・資料等については、数値等の誤りが含まれている可能性があります。本レポート

に基づき、お客様が投資のご判断をされた結果生じた損害・損失については当行は一切責任を負いません。投資や資金運用に関する最終決定は、お客様ご自身で

判断されるようお願い申し上げます。本レポートの全部または一部の無断コピー・転載はご遠慮頂きますようお願い申し上げます。 

 

 

お 客 様 各 位

前日比 1ヶ月前比

対ドル BRL 3.1997 3.1941 -0.0056 3.3802 -0.1861

対円 JPY 36.27 36.25 -0.02 34.11 +2.14

対ユーロ BRL 3.3849 3.3732 -0.0117 3.5669 -0.1937

対ドル JPY 116.03 115.77 -0.26 115.32 +0.45

対ユーロ JPY 122.69 122.19 -0.50 121.76 +0.43

Index 61,700 62,132 +432 60,501 +1,631

bps 259.6 262.0 +2.4 295.6 -33.6

% 11.32 11.20 -0.12 11.88 -0.68

% 12.82 12.80 -0.01 13.12 -0.32

% 1.015 1.015 +0.000 0.957 +0.058

Index 190.6 191.1 +0.5 192.0 -0.9

これらのレートは各市場における終了時点の気配値です。実際のレート提示は弊行担当者までお問い合わせ下さい。

<オンブスマン連絡先:　0800 722 2762>
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昨日のドルレアルスポット相場は、堅調な商品相場や改善傾向にある１１月ブラジル小売売上高（前年比

▲３．５％←同１０月▲８．２％）を受けて一時３．１８台前半までレアル買いが優勢となったものの、本日１１日

にトランプ 次期大統領の記者会見を控えていることから、その後は小動きに留まった。米大統領選後初と

なる同氏の記者会見を巡って、マーケットではドル高や貿易、関税、対中関係に関する発言が出るかどうかに

注目が集まっている。選挙期間中に掲げていた過激な公約（中国に対して懲罰的な関税を課する、など）も、

政権につけば、「現実路線に回帰する」との見方が大勢を占めているが、最近の発言に代表されるように、

懸念されている保護主義的な姿勢を再度強めるリスクも捨てきれず、目先はリスク要因として意識される可能

性が高い。ブラジルマーケットについては現在議会が休会中ということで政治リスクが表面化していないことが

レアルを 押し上げている一要因となっているが、Ｏｄｅｂｒｅｃｈｔ社を巡る司法取引がＴｅｍｅｒ政権に波及する

シナリオが完全に排除されているわけではないため、引き続き警戒が必要である。

ブラジル中銀が９日に公表した週次サーベイでは、年末のインフレ率（ＩＰＣＡ）見通しが前週の４．８７％から
４．８１％に引き下げられると共に、レアル相場も３．４８から３．４５へ修正されている（レアル高方向）。


